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研究要旨 
 

 若年者、特に高校生への献血に対する広報や教育の方向性を検討し、高校生の献血

に対する意識調査を行うことは今後の献血事業を考えていく上で重要である。本調査

により、若年者の献血離れの原因を推測し、その対策を立てる上で一助としようとし

た。調査は連結不可能の疫学調査として行い、調査対象8,456人のうち7,927人（94%）

より回答を得た。 

 男性47％、女性は53％で、献血を経験した高校生は656人（8％）で、未経験者は8

8％で、献血者を抽出した調査とは質の異なるものとなった。高校生からの協力は予想

を上回る高率で、高校側の受け入れも多くは好意的であった。しかし、高校生の献血

に関する知識や関心は、十分とは言えず、教育と普及活動にはさらに工夫が必要と思

われる。 
                                                          

A.  研究目的 

10～20 歳代の若年層の献血者数は、

同年代の人口減少の割合を上回る割合で

減少し続け、若年層の献血離れは深刻で

ある。このため、将来の日本の輸血医療

に支障が生じることが予想される。今後

の日本が、かつてない高齢者社会を迎え

るにあたり、若年層に対しする献血の普

及や啓発をこれまで以上に効率的に行う

必要性がある。 

平成 23 年に実施された厚生労働省

による 10 代から 20 代を対象とした若年

層献血意識調査結果の概要では、「献血

に関する資料」の閲読後に、献血に協力

する気持ちが高まったかを問うたところ、

87％が資料閲読により献血協力意向が高

まったと報告されている。なかでも、献

血の意向は高校生で最も高かった。一方、

献血を提供する場所として、高校におけ

る集団献血がその後の献血の動機付けに

有効であり、特に学校献血の重要性が示

唆されてきた。 

高校生への献血に対する広報や教

育の方向性を検討し、高校生の献血に対

する意識調査を行うことは今後の献血事

業を考えていく上で重要である。 

若年者の献血者を増加させるための

施策をたてることは、急務である。その

ためには、将来、献血を継続して行える

高校生の意識調査が重要である。本調査

により、若年者の献血離れの原因を推測

し、その対策を立てる上で一助とする。
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今回の研究は、厚生労働省科学研究、「2

00ml献血由来の赤血球濃厚液の安全性

と有効性の評価及び初回献血を含む学

校献血の推進等に関する研究」の分担研

究として行われ（主任研究者：自治医科

大学 室井一男、分担研究者：浜松医科

大学 竹下明裕）、高校生の献血に対す

る意識調査を実施することで、若年者の

献血離れの原因を検討し、有効な改善策

を立てる材料としたい。 

 

B. 研究方法 

調査研究のアンケート案の作成し、

電話による各高校への調査研究への参

加の可能性の打診を行う。参加協力の

得られた高校へ、研究概要とアンケー

ト調査案を郵便にて送付し、各高校に

て検討し、文書にて可否連絡を受ける。

参加意思の確認された高校にアンケー

トを送付し、調査を実施する。被験者

は自由意思にて回答し、回答は封筒に

入れ封をする。アンケートを回収し、

開封後解析を行う。 

調査の対象は静岡県西部の高校に通

学する高校生（全日制、定時制）8,456

人で、以下の調査を施行する。調査の

範囲としては、①高校生の献血への関

心度や献血へのイメージを把握する。

②高校生の献血に関する認知度を把握

する。③高校生が献血を行った時期や

きっかけを把握する。④高校生の献血

を広めていく上で必要なメディアを把

握する。 

具体的調査項目は、年齢、性別、体

格、部活動、進路、ボランティア歴、

食生活、本人と周囲の献血の経験、初

回献血の機会、献血に関する知識、献

血の広報手段、有効なメディア、

400ml 献血の負担、献血への具体的不

安、推進のための提案、献血の動機づ

け、など 50 項目を調査した。 

調査方法としては、あらかじめ作成

された調査票（アンケート用紙）を使

用する。無記名（所属高校名など個人

が特定される情報も記載しない）とし、

被験者は回答し、それを自身でを封筒

に入れ封をしたのち、回収する。これ

により、調査対象者の個人情報、プラ

イバシーは完全に保護される。また、

本調査は、調査対象本人の自由意思に

基づき行われ、参加を希望しない調査

対象者には行わない。 

集計・分析方法としては、得られた

データは、集計ソフト等を使用し、解

析する。結果は大学内の専用 PC に保

存され、パスワードをもって管理され

る。調査表は調査終了後に細断し、廃

棄する。 

観察、検査、評価項目、およびこれ

らに関する方法と時期に関しては、静

岡県西部の高校（普通科、商業高校、

工業高校等）に通学する高校生を対象

とするアンケート調査であり、内容は

主として、個人の献血に対する理解度

や意識に関するもので、回答は選択を

とり、一部自由記載欄を含む。アンケ

ートは本研究に協力の意思を示した高

校に配布し、被験者自ら封筒に入れ提

出する。アンケートが回収された時点

で、解析を行う。 

本研究は、被験者が自由意思で記

載する、無記名のアンケート調査で、
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予期される有害事象・有害反応はない。

ただし、本研究上、大きなトラブルが

発生した場合には、すみやかに、浜松

医科大学倫理委員会と学長に報告す

る。 

予測される当該個人への不利益とし

て、アンケート調査の回答に 20 分程度

の時間を要することが挙げられた。高

校側は、受験を控えた学生など、時間

的手間に配慮し、その自由意思で被験

者の範囲を設定できことを確認した。 

試験中止基準として以下の項目を設

定した。①この研究が不適切であるこ

とが判明した場合。②高校の都合によ

りアンケートの実施が不可能であるこ

とが判明した場合。③学校長が同意を

撤回した場合。④その他、この研究全

体の中断もしくは中止が決定した場合 

 

（倫理面への配慮） 

（ア）被験者の保護 

ヘルシンキ宣言ならびに厚生労働省

「 臨 床 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針 」

(www.nih.go.jp/niid/igakurinri/index2.htm

)を遵守して、本研究を実施する。 

（１）症例の集積および解析に際して

匿名化をする。 

（２）調査票の報告などには個人名を

特定できないようにする。 

（３）本研究が公表される場合も被験

者の秘密を保全する。 

（イ）個人情報を含む情報の保護につ

いての具体的方法 

本研究にかかわるものは、参加

するすべての被験者の個人情報を保

護するため、以下の事項に配慮する。

また、業務上患者の個人情報を知り

うるものはその秘匿を保持する。 

（１）調査内容は連結不可能匿名化

にする。（あらかじめ匿名化する） 

（２）すべての試料は研究終了後に

直ちに廃棄され、匿名のままシュレ

ッダー処分あるいは電子的に消去す

る。 

（ウ）情報の開示 

（１）各高校が情報の開示を希望す

る場合は、原則的に結果を開示す

る。 

（２）被験者本人が情報の開示を希

望していない場合は、開示しない。 

（３）被験者以外が情報の開示を希

望する場合は、原則的に結果を開示

しない。 

本研究は疫学研究の（個人情報連結

不可能）に該当すると考えられ、研究

計画書と調査票を浜松医科大学 IRB

（25-196）に提出し、その承認を得た。 

 

C. 研究結果 

静岡県西部の 17 高校にアンケート

案を配布し、15 校より調査への協力の

意向があった。高校は該当地区の高校

すべてに連絡をとり、普通高校、工業

高校、商業高校、全日制、定時性を対

象とし、研究者側で対象高校に選択を

かけなかった（資料１、第 62 回日本輸

血・細胞治療学会総会発表予定、2014

年 5 月）。 

8,456 人のうち、7,927 人（94%）よ

り回答を得た。回答を得られなかった

6%には当日欠席、不登校も含まれた。

学年分布としては、1 年生 38％、2 年生
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44％、3 年生 17％であった。3 年生に関

しては、調査時期が 11 月から 12 月と

なったため、進学、就職準備のため、

高校側の判断で実施されなかった場合

もあった。 

男性 47％、女性は 53％でほぼ同数で

あった。献血を経験した高校生は 8％で、

未経験者は 88％であった。献血しよう

としたが、血液比重等の理由から献血

できなかった高校生が 3％あった。 

日常の高校生活で疲労を感じている

高校生に関しては、毎日が 23％、しば

しばが 39％、時々が 24％、まれに、全

くないが、11％、2％であった。睡眠時

間に関して質問したところ、十分確保、

おおむね確保が 63％、不足気味 31％、

不足しているが 5％であった。 

輸血の知識に関する問いとして、血

液の機能を代替できる人工血液が存在

すると思うかの問いに対し、存在する

とした者が 31％、存在しないとした者

が 67％であった。献血場所を知ってい

る高校生は 45％、知らない高校生は

54％と上回った。献血に関する広報を

見たり聞いたりしたものは 52％と半数

にとどまった。献血の方法を知ってい

るかの問いに知っている、ある程度知

っていると回答したものは 1％、17％で

あった。これに対し、あまり知らない、

全く知らないと答えた高校生は、53％、

28％と多かった。 

献血についての関心度は、非常に関

心がある 4％、関心がある 28％で、あ

まり関心がない 52％、ほとんど関心が

ない 15％と関心のない高校生が多いこ

とが示された。献血可能な年齢を知っ

ている高校生は 29％にすぎなかった。

また献血者が減少している事を知って

いたのは 32％であった。献血すること

でエイズなどの感染に献血者自身がか

からないことを知っていたのは 51％で

あった。また血漿分画製剤が海外に依

存していることを知っていたのはわず

か 5％であった。 

献血意識の背景因子として食事やダ

イエットとの影響を調べた。ダイエッ

トをしたことのない高校生は 58％、ま

れに 18％、時々13％、しばしば 12％、

常にしているが 3％であった。朝食に関

しては、毎日食べるが 87％、週 1－2 回

食べないが 8％、週 3－4 回食べないが

2％、週 5 回以上食べないが 2％で、食

事は予想以上に摂取されていた。 

ボランティア活動を経験した高校生

は 66％で、未経験は 33％であった。献

血に際してお菓子や飲み物が配られる

ことが献血推進に役立つあるいは少し

役立つとした高校生は 74％であった。

これに対して、あまり役立たない、役

立たないとしたのは 14％であった。 

 

D. 考察 

高校生献血は今後の日本の献血を確

保していく上で重要な施策であり、対

象となる高校生の意識調査は重要であ

る。これまで、若年者の献血者 5000 人、

非献血者 5000 人を対象としたデータは

あるが、対象の多くは 18 歳から 29 歳

である。今回の研究のような高校生の

みを対象とした大規模研究は初めてで

ある。 

高校生からの協力は予想を上回る高
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率であった。また、高校側の受け入れ

も多くは好意的であった。しかし、高

校生の献血に関する知識や関心は、十

分とは言えず、教育と普及活動はさら

に工夫が必要と思われる。教育に関し

ては、高校生以前の早い時期から導入

する方がいいとするコメントがあった。

またキャラクターやお菓子などにも興

味を感じていることも判明した。 

一方、献血をする高校生は日常生活

で疲労を感じ、睡眠不足を感じている

者が相当数いることも判明した。この

ことは、副作用管理や献血時期を考え

る上で必要なデータであると考えられ

る。 

今回の調査では、献血経験者は 656

人（8％）であったため、各調査項目と

の相関関係まで、解析しなかった。平

成 26 年度の同研究では 5,000 人超の追

加解析を予定しており、献血経験者総

数 1,000 人を超えることが予想され、こ

の時点で、詳細な群間解析を行う予定

である。 

 

E. 結論 

これまで、高校生 10,000 人規模を対

象に行われた献血に関する意識調査は

ない。本調査により、高校生の年齢、

体格、食事等の背景因子と献血意識と

の関係、献血に関する理解度、提案等

が明らかになると思われ、引き続きデ

ータを集積したい。 
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H. 知的財産の出願･登録状況(予定を含む) 

1. 特許取得 

  なし 

2. 実用新案登録 
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